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第１章　リ ベ ッ ト



　　1-1　一　　　般

　航空機に使用しているリベット（Rivet：鋲
びょう

）はソリッド・シャンク・リベット（Solid 

Shank Rivet：普通鋲）、およびブラインド・リベット（Blind Rivet）が主に用いられている。

ソリッド・シャンク・リベットは航空機の構造部分の固定用、修理用に最も普通に用いら

れ、ブラインド・リベットはソリッド・シャンク・リベットが不適当な箇所、すなわち間隙

が制限されている密接箇所、リベットの後端（Back Side）に届かなくて成頭加工（Upsetting 

Process）ができない箇所、あるいは大きい負荷を第一条件としないような箇所に用いるため、

つくられたものである。

　ソリッド・シャンク・リベットの材料は主にアルミニウム（Al）合金であるが、特殊の場合

はモネル（Monel）、耐食鋼（Corrosion Resistant Steel）、炭素鋼（Carbon Steel）、耐熱鋼（Heat 

Resistant Steel）を使う。

　　1-2　ソリッド・シャンク・リベット（Solid Shank Rivet）
　このリベットは図 1-1 に示すように、マニュファクチャード・ヘッド（Manufactured　

Head）とシャンク（Shank）、それにリベッティング（Riveting：鋲打ち）された、ドリブン・

ヘッド（Driven Head：加工頭）からできている。

�

図 1-1　ソリッド・シャンク・リベット（Solid Shank Rivet）

フラッシュ・ヘッド ユニバーサル・ヘッド
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　　1-3　リベット・ヘッド（Rivet Head）の型式

　従来は設計上の要求から、種々のタイプのものがあった。しかし現在は標準タイプとして、

フラッシュ・ヘッド（Flush　Head）とユニバーサル・ヘッド（Universal Head）の 2 種類に

限定されている。

　1-3-1　フラッシュ・ヘッド・リベット（Flush Head Rivet）

　このリベットはカウンターサンク・リベット（Countersunk Rivet）とも呼ばれ、標準的な

ものは皿の角度が 100°である。現在の高速航空機の外板は、有害抗力の減少をはかるため、

滑らかな表面仕上げが要求される。このため、フラッシュ・ヘッド・リベット（Flush　Head 

Rivet）が外板のリベットとして使用される。

　1-3-2　ユニバーサル・ヘッド・リベット（Universal Head Rivet）

　このリベットは従来、ラウンド・ヘッド（Round Head）、ブレイザー・ヘッド（Brazier 

Head）、あるいはフラット・ヘッド・リベット（Flat Head Rivet）が適用されていた部位に使

用される。つまりユニバーサル・ヘッド・リベットは他のヘッドの形を修正（Modify）した

もので、主として機体の内部構造に使用される。しかし低速機においては気流に触れる外板

の結合にも使用される万能なリベットである。現在のすべての突出頭リベット（Protruding 

Rivet）は、このユニバーサル・ヘッドにほとんど統一されている。

　　1-4　パーツ・ナンバーの表し方

　整備作業で使用するリベットは一般的には MS 規格のものが多い。その他、航空機製造業者

が自社規格として独自に定めているもの、またリベット業者のべンダー・パーツ・ナンバーで

表されるものがある。ここでは最も一般的に使われている MS 規格リベットのパーツ・ナンバー

の表し方について述べる。

�

図 1-2　リベット各部の寸法



 

�
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　　1-5　リベットの材料と特性

　リベットの材料は航空機設計上の要求に応じるため、種々のものが用意されている。これ

ら合金の種類はパーツ・ナンバーのアルファベット文字、あるいはリベットのへッド・マーク

によって識別できるようになっている。次に代表的な MS 規格におけるアルミニウム・リベッ

トの記号、リベット・ヘッドのマークおよび特性について述べる（表 1-1、また参考として表

1-2 参照）。

�

表 1-1　アルミニウム合金リベット・ヘッドの記号、マーク等（MS 規格）

2．そのままでリベッティングできる。



�

表 1-2　アルミニウム合金以外のリベットの記号、マーク等
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　　1-6　熱処理とリベット

　1-6-1　熱処理を必要とする理由

　　アルミニウム・リベットで、材料が 2117（AD）、2017（D）、2024（DD）は製造時に

熱処理がされている。この処理は溶体化処理後、自然時効硬化が完了したもの（T4）であり、

時効硬化の段階として 24 時間で 90 ％ 硬化、96 時間で完全硬化する。

　リベットを使用するときには、2017（AC43 によれば 3/16 in 以上）および 2024 の場合、

硬過ぎるので、そのままリベッティングするとクラックの発生する可能性がある。従って、こ

の場合には必ず再熱処理をしなければならない。ただし最近の D リベットについては再熱処

理しないで取り付ける方向にある。この理由は再熱処理することにより、リベットの剪断強度

が低下する恐れがあるためである。

　1-6-2　アイス・ボックス（Ice Box）の利用

　2017（D）リベットは溶体化処理後、１時間ぐらいはリベッティングに申し分ない軟らか

さを保っているが、１時間以上室温にさらすと硬化が進み、リベッティングに不適当な硬さと

なる。また 2024（DD）リベットは溶体化処理後、軟らかい状態にあるのは 15 分ぐらいである。

そのため、10 分以内にリベッティングを完了することが望ましい。

　通常、2017、2024 リベットは溶体化処理後直ちにドライ・アイスを入れた、いわゆるアイス・

ボックスに貯蔵し、リベッティング可能時間の延長をはかる。つまり、低温保存することによっ

て、時効硬化の進行を遅らせ、軟らかい状態を長く保てるようにしている。そして、必要なと

きに取り出してリベッティングする方法が行われる。

　　1-7　リベットの防食法

　リベットの防食法には陽極処埋と化成皮膜処理があり、処理後の色はそれぞれに黄金色と地

肌がある。従って、色によって見分けることはできない。

�



　　1-8　ブラインド・リベット（Blind Rivet）
　航空機の複雑な構造を結合するには、これまでのソリッド・シャンク・リベットのみでは、

すべての部材結合に適用することはできない。例えば、当て盤（Bucking Bar）を近づけるこ

とのできない狭い場所であるとか、どこからも手を入れることのできないボックス構造では、

片側からの作業のみでリベッティングできるリベットが要求される。ブラインド・リベット

は、このような条件を満たすために開発されたものである。代表的なブラインド・リベットを

�

表 1-3　代表的なブラインド・リベット

ステムの切れ目が平らである。



第１章　リ ベ ッ ト

表 1-3 に挙げる。

　ブラインド・リベットは以下の個所には使用しないこと。

⒜　流体を通さない（Fluid-Tight）ようになっている個所。

⒝　航空機において、リベット部品がエンジンに吸入される恐れのある空気取入口、操縦舵面、

ヒンジ、ヒンジ・ブラケット、フライト・コントロール作動系統、翼取り付けフィッティン

グ、脚フィッティング、またフロートや水陸両用機の艇体において、吃水線より下になる個

所、およびその他航空機において高応力の生じる個所。

　　　注意： 機体の金属部分の修理において、ブラインド・リベットを使用する場合は機体製造者の
認可、または FAA DER の承認を特別に得なければならない。

　　1-9　その他のファスナー

　ここで取り上げたファスナーは結合の手段という目的だけでなく、特別な強度（剪断、引張

り）、一定のプリロード・テンション（Preload Tension）を与えるなど、特殊な要求で使用さ

れている（表 1-4）。

�

表 1-4　その他のファスナー



　　1-10　リベット穴の穴開け

　1-10-1　一　　　般

　リベット穴が正しい大きさと形を有し、バリがないことは大切なことである。リベット穴が

小さ過ぎるとリベットを入れるときにリベットの防食膜がひっかかれ、またあまり大き過ぎる

と継ぎ手が十分な強度を持つようにならず、構造欠陥を生じることになる。リベットとリベッ

ト穴のよい間隙は 0.002～0.004 in である（図 1-3）。

　正しい大きさのリベット穴を得るには、まずパイロット・ホール（Pilot Hole）を少し小さ

めに開けておいて、次に正しいリベット穴に仕上げるのがよい方法である（表 1-5 参照）。

10

図 1-3　リベットの穴の間隔

表 1-5　リベット穴の基準


